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第４章 アンケート結果の概要 

障害者手帳所持者および親子教室等を利用している児童の保護者を対象として、アンケー

トを実施し、計画策定のための基礎資料としました。本章では、その概要を掲載しています。 

 

１ 調査・分析にあたって 

○回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出しました。したがって、複数回答の設

問については、すべての比率を合計すると100％を超えます。 

○回答率（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しました。 

○属性不詳が次表のとおりあるため、全体の回答数と属性別の回答数の合計が一致しない場合

があります。 

区  分 障がい者調査 障がい児調査 

年   齢 12 1 

性   別 2 - 

手帳の種類 17 - 

身体障がいの種類 9  

 

○本調査における障がい名の略称は下表のとおりとしました。ただし、身体障がいが重複して

いる人は、最も重い障がいを記入していただいています。 

障がい名 略 称 

聴覚障がい、平衡機能障がい、音声、言語、そしゃく機能障がい 

肢体不自由（上肢のみ） 

肢体不自由（下肢のみ） 

肢体不自由（上肢・下肢両方、体幹を含む） 

聴覚・言語障がい 

上肢障がい 

下肢障がい 

体幹障がい 
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２ アンケート結果の抜粋 

(1) 収入の種類 

収入の種類を年齢別にみると、身体障がい者の18～39歳は「給与・賃金」、40～64歳

は「障害年金」の割合が高くなっています。知的障がい者の18～39歳は「給与・賃金」、

40～64歳は「障害年金」が高くなっています。40～64歳は、「通所施設などの作業所の

工賃」の割合も50％以上と高くなっています。精神障がい者は「障害年金」が高くなっ

ています。 

図表４－１  収入の種類（障がいの種類別・性・年齢別、複数回答）     単位：Ｎは人、他は％ 

区  分 Ｎ 

給
与
・
賃
金 

通
所
施
設
な
ど
の
作
業

所
の
工
賃 

障
害
年
金 

障
害
年
金
以
外
の
年
金 

家
賃
・
地
代
・
預
金
の

利
息
な
ど
の
財
産
収
入 

そ
の
他 

収
入
は
な
い 

無
回
答 

身
体
障
が
い 

性 別 
男 性 34 50.0 8.8 41.2 8.8 - 5.9 14.7 - 

女 性 24 29.2 8.3 50.0 12.5 4.2 - 12.5 4.2 

年齢別 
18～39歳 9 66.7 11.1 44.4 - - - - - 

40～64歳 49 36.7 8.2 44.9 12.2 2.0 4.1 16.3 2.0 

知
的
障
が
い 

性 別 
男 性 22 31.8 36.4 72.7 - - - - - 

女 性 8 25.0 62.5 62.5 12.5 - - - - 

年齢別 
18～39歳 13 53.8 23.1 46.2 7.7 - - - - 

40～64歳 17 11.8 58.8 88.2 - - - - - 

精
神
障
が
い 

性 別 
男 性 17 17.6 5.9 70.6 5.9 - 5.9 11.8 - 

女 性 12 8.3 - 66.7 16.7 8.3 8.3 16.7 - 

年齢別 
18～39歳 7 - 14.3 85.7 - - - 14.3 - 

40～64歳 22 18.2 - 63.6 13.6 4.5 9.1 13.6 - 
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4.1

15.4

29.4

14.3

2.0

9.1

6.1

7.7

17.6

42.9

27.3

22.2

16.3

46.2

35.3

14.3

18.2

55.6

38.8

30.8

14.3

18.2

11.1

12.2

9.1

14.3

14.3

13.6

17.6

4.5

11.1

6.1

0% 50% 100%

18～39歳 (N=  9)

40～64歳 (N= 49)

18～39歳 (N= 13)

40～64歳 (N= 17)

18～39歳 (N=  7)

40～64歳 (N= 22)

３万円未満 ３万円以上５万円未満 ５万円以上７万円未満

７万円以上10万円未満 10万円以上20万円未満 20万円以上

収入はない わからない 無回答

身

体

知

的

精

神

(2) １か月の総収入 

最も収入が少ないのは40～64歳の知的障がい者です。身体障がい者と知的障がい者で

は、18～39歳未満の年齢層に較べて、40～65歳未満の収入が少なかったが、精神障がい

者においては反対の傾向がみられます。 

図表４－２  １か月の総収入（障害・年齢別） 
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11.1

1.0

3.5

7.7

0.3

7.0

4.9

61.0

3.5

0% 40% 80%

正規・非正規に関わらず、雇

用者として働いている ・

障がい者のための就労系サー

ビスを利用して働いている・

障がい者のための通所サービ

スを利用している ・

介護保険の通所サービスを利

用している ・

学校に通っている

病院に入院や施設に入所して

いる ・

その他

家庭内で過ごしている

無回答

18.6

16.3

16.3

7.0

7.0

20.9

2.3

11.6

－

0% 40% 80%

10.0

5.0

2.5

2.5

－

12.5

2.5

62.5

2.5

0% 40% 80%

(3) 現在の日中の過ごし方 

精神障がい者・身体障がい者は、知的障がい者と比較して「家庭内で過ごしている」

者が明らかに多いです。知的障がい者は「病院に入所や施設に入所している」が20.9％

と最も高く、「正規・非正規に関わらず、雇用者として働いている」「障がい者のための

就労系サービスを利用して働いている」「障がい者のための通所サービスを利用して働

いている」も他の障がい者に比べて高いです。 

図表４－３  現在の日中の過ごし方 

 身体(N=287) 知的(N=43) 精神(N=40) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 今後の日中の過ごし方 

いずれの障がい者も「今の暮らしを続けたい」が最も高くなっているが、精神障がい

者は「今の暮らしを続けたい」と回答した者の割合が身体障がい者・知的障がい者に較

べて低くなっています。「仕事につきたい」「どのような形でもいいので働きたい」とい

う就労への希望を示した精神障がい者の割合は、身体障がい者と知的障がい者に比べて

高くなっています。 
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61.3

3.5

1.0

3.1

3.1

20.9

1.4

5.6

0% 40% 80%

今の暮らしを続けたい

どのような形でもいいの

で働きたい ・

仕事につきたい

福祉サービスを受けたい

施設に入所したい

家で過ごしたい

その他

無回答

53.5

4.7

7.0

－

－

7.0

7.0

20.9

0% 40% 80%

40.0

20.0

10.0

2.5

2.5

12.5

5.0

7.5

0% 40% 80%

68.3

1.4

1.7

3.1

11.1

0.3

8.0

5.9

0% 40% 80%

現在の家族と一緒に自宅で

暮らしたい ・

結婚して新たな家族と暮ら

したい ・

気のあう知人や友人と暮ら

したい ・

入所施設などで暮らしたい

自宅で一人で暮らしたい

その他

わからない

無回答

39.5

9.3

2.3

18.6

－

2.3

9.3

18.6

0% 40% 80%

47.5

12.5

－

5.0

20.0

2.5

5.0

7.5

0% 40% 80%

図表４－４  今後の日中の過ごし方 

 身体(N=287) 知的(N=43) 精神(N=40) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 今後どのような暮らしをしたいか 

今後の暮らしについては、いずれの障がい者も「現在の家族と一緒に自宅で暮らした

い」が最も高くなっています。知的障がい者の「入所施設などで暮らしたい」（18.6％）、

精神障がい者の「自宅で一人で暮らしたい」（20.0％）が比較的高くなっています。 

図表４－５  今後どのような暮らしをしたいか 

 身体(N=287) 知的(N=43) 精神(N=40) 
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28.6 8.6 5.7

33.3

16.7

17.1

13.3

2.9

26.7

33.3

11.4

6.7

16.7

22.9

13.3

33.3

2.9

6.7

0% 50% 100%

身体障がい (N= 35)

知的障がい (N= 15)

精神障がい (N=  6)

一般募集

現在の職場にいるときに

学校（卒業時）からの紹介 ハローワークからの紹介

事業所（就労継続支援、作

知人からの紹介 その他

無回答

障がいを受け、継続して働いている

業所、相談支援事業所など）からの紹介

28.6

33.3

16.7

14.3

6.7

16.7

42.9

33.3

33.3

8.6

16.7

2.9

6.7

2.9

20.0

16.7

0% 50% 100%

身体障がい (N= 35)

知的障がい (N= 15)

精神障がい (N=  6)

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

(6) 現在の仕事をどのようにしてみつけたか 

現在働いている人に、現在の仕事をどのようにして見つけたかをたずねたところ、身

体障がい者は「一般募集」が28.6％、「ハローワーク」が17.1％となっています。 

知的障がい者は「学校（卒業時）の紹介」が33.3％、「事業所（就労継続支援、作業

所、相談支援事業所など）からの紹介」が26.7％となっています。 

精神障がい者は「事業所（就労継続支援、作業所、相談支援事業所など）からの紹介」

が33.3％となっています。 

図表４－６  現在の仕事をどのようにしてみつけたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 現在の仕事や職場の満足度 

① 仕事の内容 

仕事の内容について、「満足」「やや満足」を合計した＜満足＞は、身体障がい者が

42.9％、知的障がい者が40.0％、精神障がい者が33.4％です。「やや不満」「不満」を

合計した＜不満＞は、身体障がい者が11.5％、知的障がい者が6.7％、精神障がい者

が16.7％となっています。 

図表４－７  仕事の内容の満足度 
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31.4

26.7

16.7

5.7

13.3

42.9

20.0

50.0

5.7

13.3

16.7

8.6

6.7

5.7

20.0

16.7

0% 50% 100%

身体障がい (N= 35)

知的障がい (N= 15)

精神障がい (N=  6)

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

8.6

26.7

16.7

14.3

6.7

42.9

26.7

33.3

22.9

13.3

16.7

5.7

6.7

16.7

5.7

20.0

16.7

0% 50% 100%

身体障がい (N= 35)

知的障がい (N= 15)

精神障がい (N=  6)

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

② 職場の環境の満足度 

設備や人間関係などの職場の環境について、＜満足＞と答えた人は、身体障がい者

が37.1％、知的障がい者が40.0％、精神障がい者が16.7％です。＜不満＞は、身体障

がい者が14.3％、知的障がい者が20.0％、精神障がい者が16.7％となっています。 

図表４－８  職場の環境の満足度 

 

 

 

 

 

 

③ 就労による収入の満足度 

就労による収入について、＜満足＞と答えた人は、身体障がい者が22.9％、知的障

がい者が33.4％、精神障がい者が16.7％です。＜不満＞は、身体障がい者が28.6％、

知的障がい者が20.0％、精神障がい者が33.4％となっています。 

図表４－９  就労による収入の満足度 
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84.2

31.6

68.4

36.8

5.3

5.3

0% 50% 100%

個人の能力や障がいに

合った支援 ・

設備、施設などの環境

面の充実 ・

就学、進路などの相談

体制の充実 ・

関係機関との連携・連

絡を密にしてほしい・

その他

無回答

N=19

73.7

36.8

52.6

36.8

5.3

10.5

0% 50% 100%

63.2

31.6

42.1

42.1

5.3

－

0% 30% 60%

一般企業や官公庁の障がい者雇用の拡大

職業訓練機関の整備

障がい者就業・生活支援センターの充実

障がいの特性に応じた作業所などの充実

その他

特になし

N=19

(8) 学校生活に期待すること（障がい児） 

学校生活に期待することの現在と今後についてたずねました。どちらも「個人の能力

や障がいに合った支援」が最も高く、２番目に「就学、進路などの相談体制の充実」が

高くなっています。 

図表４－10  学校生活に期待すること（複数回答） 

 現 在 今 後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 進路支援に望むこと（障がい児） 

学校教育終了後の進路支援に関し、どのような福祉施策を望むかをたずねたところ、

「一般企業や官公庁の障がい者雇用の拡大」が最も高くなっています。 

図表４－11  学校教育終了後の進路支援に望むこと（複数回答） 
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42.5

22.5

25.0

20.0

40.0

12.5

7.5

7.5

35.0

5.0

0% 40% 80%

27.9

16.3

14.0

7.0

18.6

7.0

4.7

2.3

32.6

27.9

0% 40% 80%

44.3

17.1

2.1

10.5

17.4

14.6

0.7

2.1

30.7

8.7

0% 40% 80%

自分の健康のこと

家族のこと

仕事のこと

生活（衣・食・住）のこと

金銭のこと

緊急時や災害時のこと

恋愛のこと

その他

特にない

無回答

(10) 悩んでいることや相談したいこと 

現在悩んでいることや相談したいことについては、いずれの障がい者も「自分の健康

のこと」が最も高く、２番目に「金銭のこと」が高くなっています。 

全般的に精神障がい者の割合が高く、合計すると177.5％となります。特に「金銭の

こと」は40.0％と高くなっています。 

図表４－12  悩んでいることや相談したいこと（複数回答） 

 身体 (N=287) 知的 (N=43) 精神 (N=40) 
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62.4

19.9

7.7

13.2

7.3

3.8

8.0

10.5

0% 40% 80%

家族や友人、職場の人など

身近な人 ・

医師・看護師などの専門職

サービス事業所の職員

役場職員・社会福祉協議会

・民生委員 ・

相談支援事業所（地域活動

支援センターなど） ・

その他

どこに相談したらよいかわ

からない ・

無回答

51.2

11.6

23.3

11.6

14.0

2.3

4.7

20.9

0% 40% 80%

52.5

37.5

12.5

10.0

20.0

2.5

2.5

15.0

0% 40% 80%

(11) 相談相手 

悩んだときや困ったときの相談相手は、いずれの障がい者も「家族や友人、職場の人

など身近な人」が最も高くなっています。２番目に高いのは、身体障がい者、精神障が

い者は「医師・看護師などの専門職」、知的障がい者は「サービス事業所の職員」とな

っています。 

図表４－13  相談相手（複数回答） 

 身体 (N=287) 知的 (N=43) 精神 (N=40) 
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33.1

12.9

2.4

7.7

1.0

4.5

0.7

1.7

17.4

18.5

0% 40% 80%

満足している

相談はできるが満足していない

近所に相談の場や人がいない

気軽に相談できる場や人がいな

い ・

夜間・休日に相談できる場や人

がいない ・

専門的な相談窓口が不足してい

る ・

コミュニケーションの手段（手

話、要約筆記等）が十分でない

その他

わからない

無回答

32.6

7.0

－

－

－

4.7

－

4.7

25.6

25.6

0% 40% 80%

20.0

30.0

2.5

20.0

－

2.5

－

－

12.5

12.5

0% 40% 80%

(12) 相談体制について 

悩んだときや困った時の相談体制については、身体障がい者および知的障がい者は

「満足している」が30％以上と最も高くなっています。精神障がい者は「相談はできる

が満足していない」が30.0％と最も高く、「気軽に相談できる場や人がいない」も他の

障がい者に比べて高くなっています。 

図表４－14  相談体制について（複数回答） 

 身体 (N=287) 知的 (N=43) 精神 (N=40) 
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19.9

31.8

12.5

21.7

24.7

34.6

11.8

25.8

40.0

11.3

7.4

18.8

32.6

17.5

68.6

54.5

75.0

65.2

67.4

57.7

77.6

67.7

48.9

81.1

77.9

62.5

60.5

80.0

11.5

13.6

12.5

13.0

7.9

7.7

10.6

6.5

11.1

7.5

14.7

18.8

7.0

2.5

0% 50% 100%

全 体 (N=287)

視 覚 (N= 22)

聴覚・言語 (N= 24)

上 肢 (N= 23)

下 肢 (N= 89)

体 幹 (N= 26)

内 部 (N= 85)

１ 級 (N= 93)

２ 級 (N= 45)

３ 級 (N= 53)

４ 級 (N= 68)

５ ･ ６ 級 (N= 16)

全 体 (N= 43)

全 体 (N= 40)

利用している 利用していない 無回答

身

体

身

体

障

が

い

の

種

類

別

知 的

精 神

等

級

別

(13) 福祉サービスの利用状況 

障害福祉サービス、地域生活支援事業など、障がい者のための福祉サービスを利用し

ている人は、身体障がい者が19.9％、知的障がい者が32.6％、精神障がい者が17.5％と、

知的障がい者の利用割合が高くなっています。 

身体障がいの種類別にみると、視覚障がい、体幹障がいが30％以上と高く、等級別で

は２級が40.0％と高くなっています。 

図表４－15  福祉サービスの利用状況 
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満足 77.3%

普通 20.5%

不満 2.3%

N=44

15.8

42.1

63.2

15.8

－

5.3

0% 40% 80%

障がいのことや福祉の制度

についての情報提供 ・

身近な相談相手による相談

保健所や保健センター、福

祉機関、病院などの専門機

関での指導 ・

特にない

その他

無回答

42.1

15.8

21.1

21.1

5.3

15.8

0% 40% 80%

(14) 障がいの診断時に受けた支援とあると良かった支援（障がい児） 

障がい児に、障がいの診断・判定を受けた頃に受けた支援についてたずねたところ、

「保健所や保健センター、福祉機関、病院などの専門機関での指導」が63.2％（12人）

と最も高く、次いで「身近な相談相手による相談」が42.1％（８人）となっています。 

あると良かった支援については、「障がいのことや福祉の制度についての情報提供」

が42.1％（８人）と最も高くなっています。 

図表４－16  障がいの診断時に受けた支援とあると良かった支援（複数回答） 

 受けた支援 (N=19) あると良かった支援 (N=19) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(15) 親子教室、放課後等デイサービス利用者の内容の満足度 

親子教室、放課後等デイサービスを利

用している児童（障がい者手帳は所持し

ていない）の保護者を対象に、親子教室、

放課後等デイサービスの内容の満足度

をたずねたところ、「満足」が77.3％、

「普通」が20.5％、「不満」が2.3％とな

っています。 

なお、「不満」と答えた人に不満な点

をたずねたところ、「通所の人数が増え

たため、通える回数が減ってしまった」

が記載されていました。 

図表４－17  親子教室、放課後等デイサービスの

内容の満足度 
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(16) 充実・改善してほしいサービス（障がい児） 

障がい児に、充実・改善してほしいサービスをたずねたところ、「放課後等デイサー

ビス」が10人と多く、「児童発達支援」「障がい児施設」も８人と多くなっています。 

充実･改善してほしいこととしては、全般的に「希望する日時に利用できるようにし

てほしい」「近くに事業所がほしい」が多くなっています。 

図表４－18  今後、充実・改善してほしいサービス（複数回答、回答者のみ）        単位：人 

区  分 Ｎ 

希
望
す
る
日
時
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い 

サ
ー
ビ
ス
量
（
日
数
・

時
間
）
を
増
や
し
て
ほ

し
い 

近
く
に
事
業
所
が
ほ

し
い 

事
業
所
の
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い 

利
用
者
負
担
を
少
な

く
し
て
ほ
し
い 

職
員
の
対
応
を
良
く

て
ほ
し
い 

そ
の
他 

居宅介護 5 3 - 1 - 1 - - 

行動援護 5 3 - 1 - 1 - - 

同行援護 4 2 - 1 - 1 - - 

重度障害者等包括支援 4 2 - 1 1 1 - - 

短期入所 4 1 1 3 1 - - - 

共同生活援助 4 1 2 3 1 - - - 

補装具 6 - - 1 1 2 - 2 

移動支援 2 1 - 1 - - - - 

地域活動支援センター 5 2 - 4 - - - - 

日中一時支援事業 5 2 2 3 1 1 - - 

相談支援事業 4 2 1 1 - - - - 

意思疎通支援 2 1 - 1 - - - - 

日常生活用具給付等事業 2 - - 1 - 1 - - 

訪問入浴 3 1 1 3 1 - - - 

児童発達支援 8 3 3 3 1 - - - 

放課後等デイサービス 10 6 2 4 1 1 - - 

障がい児施設 8 2 1 3 2 1 - - 
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20.9

31.8

20.8

8.7

18.0

15.4

29.4

32.3

26.7

11.3

16.2

6.3

11.6

2.5

5.3

28.6

31.8

12.5

34.8

30.3

26.9

25.9

28.0

28.9

34.0

27.9

6.3

32.6

57.5

26.3

31.0

22.7

25.0

30.4

31.5

46.2

30.6

24.7

22.2

41.5

35.3

37.5

18.6

27.5

26.3

5.9

9.1

12.5

17.4

5.6

7.7

1.2

5.4

4.4

5.7

5.9

18.8

18.6

36.8

3.5

12.5

4.3

3.4

3.8

2.4

2.2

8.9

2.9

12.5

4.7

7.5

10.1

4.5

16.7

4.3

11.2

10.6

7.5

8.9

7.5

11.8

18.8

14.0

5.0

5.3

0% 50% 100%

全 体 (N=287)

視 覚 (N= 22)

聴覚・言語 (N= 24)

上 肢 (N= 23)

下 肢 (N= 89)

体 幹 (N= 26)

内 部 (N= 85)

１ 級 (N= 93)

２ 級 (N= 45)

３ 級 (N= 53)

４ 級 (N= 68)

５ ･ ６ 級 (N= 16)

全 体 (N= 43)

全 体 (N= 40)

全 体 (N= 19)

週１～２回 月１～３回 月１回未満

通院していない 入院している 無回答

身

体

身

体

障

が

い

の

種

類

別

知 的

精 神

等

級

別

障がい児

(17) 通院の頻度 

通院についてたずねたところ、「週１～２回」「月２～３回」「月１回未満」を合計し

た＜通院している＞は、身体障がい者が80.5％、知的障がい者が62.8％、精神障がい者

が87.5％、障がい児が57.9％となっています。 

通院の頻度については、身体障がい者は「月１回未満」が最も高く、知的障がい者、

精神障がい者は「月１～３回」が最も高くなっています。障がい児は、「月１～３回」

と「月１回未満」が26.3％で並んでいます。 

図表４－19  通院の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１ 往診も１回としてカウント。 

   ２ 障がい児には「入院している」という選択肢はない。 
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6.6

1.7

3.8

1.0

9.4

4.9

5.6

56.8

18.8

0% 40% 80%

通院や入院するときに付き添

いをしてくれる人がいない・

医師・看護師に病気の症状を

正しく伝えられない ・

医師・看護師などの指示や説

明がよくわからない ・

医師・看護師とあわない

いくつもの病院に通わなけれ

ばならない ・

医療費の負担が大きい

その他

特に困っていることはない

無回答

2.3

11.6

11.6

－

－

2.3

4.7

51.2

30.2

0% 40% 80%

5.0

20.0

10.0

2.5

15.0

5.0

15.0

40.0

7.5

0% 40% 80%

(18) 医療を受ける上で困っていること 

医療を受ける上で困っていることとして、身体障がい者は全般的に割合が低く、最も

高い「いくつもの病院に通わなければならない」が9.4％です。 

知的障がい者は、「医師・看護師に病気の症状を正しく伝えられない」「医師・看護師

などの指示や説明がよくわからない」が11.6％で並んでいます。 

精神障がい者は、「医師・看護師に病気の症状を正しく伝えられない」が20.0％と最

も高く、次いで「いくつもの病院に通わなければならない」が15.0％となっています。 

図表４－20  医療を受ける上で困っていること（複数回答） 

 身体 (N=287) 知的 (N= 43) 精神 (N= 40) 
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63.2

36.8

21.1

21.1

21.1

10.5

5.3

0% 50% 100%

専門的な医師による診療が受

けられること ・

いつでも相談できる、かかり

つけ医が近くにいること ・

医療費の負担が軽くなること

現状に満足している

特にない

その他

無回答

N=19

(19) 医療に望むこと（障がい児） 

障がい児に、医療に望むことをたず

ねたところ、「専門的な医師による診

療が受けられること」が63.2％（12

人）と最も高く、次いで「いつでも相

談できる、かかりつけ医が近くにいる

こと」が36.8％（７人）となっていま

す。 

 

図表４－21  医療に望むこと 
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32.4

2.8

4.9

9.1

27.5

9.8

12.9

4.5

34.1

0% 40% 80%

障がい福祉サービスの充実

作業所等や通所施設などの生

活訓練の充実 ・

就労のための支援

相談対応の充実

緊急・防災時のサポート体制

の充実 ・

地域での障がいに対する理解

やボランティア活動の推進・

地域の人と交流できる場所・

行事 ・

その他

無回答

18.6

23.3

16.3

20.9

18.6

14.0

14.0

4.7

32.6

0% 40% 80%

17.5

12.5

22.5

32.5

15.0

15.0

10.0

12.5

27.5

0% 40% 80%

(20) 地域で生活する上で必要なこと 

地域で生活する上で必要なこととしては、身体障がい者は「障害福祉サービスの充実」

が32.4％と最も高く、次いで「緊急・防災時のサポート体制の充実」が27.5％となって

います。 

知的障がい者は「作業所等や通所施設などの生活訓練の充実」が23.3％と最も高く、

次いで「相談対応の充実」が20.9％となっています。 

精神障がい者は「相談対応の充実」が32.5％と最も高く、次いで「就労のための支援」

が22.5％となっています。 

図表４－22  地域で生活する上で必要なこと（複数回答） 

 身体 (N=287) 知的 (N= 43) 精神 (N= 40) 
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78.7

16.7

15.7

9.3

2.8

0% 50% 100%

移動できない

避難場所がわからない

避難の必要性が判断で

きない ・

その他

無回答

37.5

62.5

75.0

6.3

－

0% 50% 100%

57.1

28.6

42.9

14.3

－

0% 50% 100%

42.5

30.2

52.5

37.6

37.2

17.5

13.9

20.9

27.5

5.9

11.6

2.5

0% 50% 100%

身体障がい (N=287)

知的障がい (N= 43)

精神障がい (N= 40)

できる できない わからない 無回答

(21) 災害時に避難できるか 

地震などの災害発生時に一人で避難できるかをたずねたところ、「できる」は、身体

障がい者が42.5％、知的障がい者が30.2％、精神障がい者が52.5％となっています。 

「できない」は、身体障がい者が37.6％、知的障がい者が37.2％、精神障がい者が

17.5％となっています。知的障がい者は「できない」が「できる」より高くなっていま

す。 

図表４－23  災害時に避難できるか 

 

 

 

 

 

 

(22) 避難時に困ること 

災害発生時に一人で避難することが「できない」と答えた人に、避難時に困ることを

たずねたところ、身体障がい者は「移動できない」が78.7％と高くなっています。 

知的障がい者は「避難の必要性が判断できない」が75.0％と最も高く、「避難場所が

わからない」（62.5％）も高くなっています。 

精神障がい者は「移動できない」が57.1％と最も高く、「避難の必要性が判断できな

い」（42.9％）も比較的高くなっています。 

図表４－24  避難時に困ること（複数回答） 

 身体 (N=108) 知的 (N=16) 精神 (N=7) 
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28.6

55.8

55.0

28.2

18.6

20.0

24.4

11.6

15.0

18.8

14.0

10.0

0% 50% 100%

身体障がい (N=287)

知的障がい (N= 43)

精神障がい (N= 40)

名前、内容も知らない

名前を聞いたことはあるが、内容は知らない

名前も内容も知っている

無回答

10.1

18.6

30.0

20.9

14.0

15.0

46.3

48.8

42.5

22.6

18.6

12.5

0% 50% 100%

身体障がい (N=287)

知的障がい (N= 43)

精神障がい (N= 40)

利用したい 利用したくない わからない 無回答

(23) 成年後見制度の認知度 

障がいなどの理由により判断能力が十分でない人の財産などの権利を守る成年後見

制度について、「名前、内容も知らない」と答えた人は、身体障がい者が28.6％、知的

障がい者が55.8％、精神障がい者が55.0％となっています。また、「名前も内容も知っ

ている」は、身体障がい者が24.4％、知的障がい者が11.6％、精神障がい者が15.0％と

なっており、身体障がい者に比べて、知的障がい者、精神障がい者の認知度が低くなっ

ています。 

図表４－25  成年後見制度の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

(24) 成年後見制度の利用意向 

成年後見制度を「利用したい」と答えた人は、身体障がい者が10.1％、知的障がい者

が18.6％、精神障がい者が30.0％と、精神障がい者の利用意向が高くなっています。 

図表４－26  成年後見制度の利用意向 
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1.7

4.2

4.5

3.8

4.4

7.0

15.0

10.5

16.4

27.3

33.3

21.7

16.9

15.4

10.6

20.4

31.1

18.9

1.5

18.8

11.6

32.5

36.8

40.4

31.8

33.3

56.5

44.9

30.8

43.5

35.5

35.6

50.9

42.6

56.3

27.9

30.0

36.8

22.3

13.6

4.2

17.4

22.5

34.6

28.2

25.8

17.8

13.2

29.4

18.8

25.6

10.0

15.8

19.2

27.3

25.0

4.3

11.2

19.2

17.6

18.3

15.6

13.2

22.1

6.3

27.9

12.5

0% 50% 100%

全 体 (N=287)

視 覚 (N= 22)

聴覚・言語 (N= 24)

上 肢 (N= 23)

下 肢 (N= 89)

体 幹 (N= 26)

内 部 (N= 85)

１ 級 (N= 93)

２ 級 (N= 45)

３ 級 (N= 53)

４ 級 (N= 68)

５ ･ ６ 級 (N= 16)

全 体 (N= 43)

全 体 (N= 40)

全 体 (N= 19)

よく感じる ときどき感じる

ほとんど感じたことはない まったく感じたことはない

無回答

身

体

身

体

障

が

い

の

種

類

別

知 的

精 神

等

級

別

障がい児

(25) 差別や偏見・疎外感を感じることがあるか 

「日常生活において、差別や偏見・疎外感を感じることがありますか」という設問に

対して、「よく感じる」「ときどき感じる」と答えた割合は、身体障がい者が18.1％、知

的障がい者が18.6％、精神障がい者が47.5％、障がい児が47.3％となっています。精神

障がい者と障がい児の半数近くが差別や偏見・疎外感を感じています。 

図表４－27  差別や偏見・疎外感を感じることがあるか 
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7.7

(選択肢なし)

1.9

13.5

51.9

28.8

5.8

7.7

0% 40% 80%

職場

保育園・幼稚園

学校

行政機関

地域社会

家庭

その他

無回答

12.5

(選択肢なし)

12.5

25.0

75.0

25.0

12.5

12.5

0% 40% 80%

(選択肢な

し)

33.3

44.4

－

44.4

11.1

22.2

－

0% 40% 80%

26.3

－

26.3

57.9

42.1

10.5

－

0% 40% 80%

（選択肢なし）

(26) 差別や偏見・疎外感を感じた場面 

差別や偏見・疎外感を「よく感じる」「ときどき感じる」と答えた人に、それはどの

ような場面であったかをたずねたところ、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者

は「地域社会」が最も高くなっています。次いで高いのが、身体障がい者、精神障がい

者は「家庭」、知的障がい者は「家庭」と並んで「行政機関」となっています。 

障がい児は「地域社会」「学校」が高くなっています。 

図表４－28  差別や偏見・疎外感を感じた場面（複数回答） 

 身体(N=52) 知的(N=8) 精神(N=19) 障がい児(N=9) 
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20.9

16.0

8.0

5.2

7.0

9.1

6.3

8.4

7.3

0.3

16.0

16.4

29.3

16.0

19.2

25.8

26.1

31.7

26.8

1.4

0% 40% 80%

保健や福祉などの専門

的な人材による相談体

制の充実 ・

障がい福祉サービスの

充実 ・

障がい者が暮らしやす

い地域環境整備の充実

（道路・建物等） ・

障がい者が平等に受け

られる教育体制の充実

差別や偏見をなくすた

めの福祉教育や広報活

動の充実 ・

福祉に関する情報提供

専門的な医療やリハビ

リなどの充実 ・

災害時の安否確認、避

難方法の周知 ・

障がいや病気の特性へ

の理解 ・

その他
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(27) 充実しているものと今後必要なもの 

八百津町において、障がいのある人にとって特に充実しているものと今後必要なもの

についてたずねたところ、充実しているものより今後必要なものが20ポイント以上高い

のは、身体障がい者、障がい児の「障がい者が暮らしやすい地域環境整備の充実（道路・

建物等）」、知的障がい者、精神障がい者、障がい児の「差別や偏見をなくすための福祉

教育や広報活動の充実」、精神障がい者の「福祉に関する情報提供」、知的障がい者、障

がい児の「専門的な医療やリハビリなどの充実」、身体障がい者、知的障がい者、障が

い児の「災害時の安否確認、避難方法の周知」、知的障がい者、精神障がい者の「障が

いや病気の特性への理解」です。 

図表４－29  充実しているものと今後必要なもの（複数回答） 

 身体(N=287) 知的(N=43) 精神(N=40) 障がい児(N=19) 
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とても暮らしやすい町だと思う どちらかというと、暮らしやすい町だと思う

どちらかというと、暮らしにくい町だと思う 暮らしにくい町だと思う

わからない 無回答
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級
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(28) 八百津町は暮らしやすい町だと思うか 

八百津町は暮らしやすい町だと思うかをたずねたところ、「とても暮らしやすい町だ

と思う」「どちらかというと、暮らしやすい町だと思う」を合計した＜暮らしやすい＞

は、身体障がい者が50.5％、知的障がい者が41.9％、精神障がい者が32.5％、障がい児

が84.2％となっています。「どちらかというと、暮らしにくい町だと思う」「暮らしにく

い町だと思う」を合計した＜暮らしにくい＞は、身体障がい者が19.9％、知的障がい者

が9.3％、精神障がい者が32.5％、障がい児が10.6％となっています。また、地区ごと

で集計したところ、地域による大きな差は認められませんでした。 

図表４－30  八百津町は暮らしやすい町だと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


